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～上肢の運動について～

The analysis of the Badminton High Back Hand Stroke Movement
*
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<i.緒言

ハイパックハンドtストロークは‡ゲームをすすめるに

あたって非常に有効なストロークであるがき　-一般的には絶

しいストロ-クととらえられている.それはハイパックハ

ンド･ストローク動作の指導が困難であるのと同時に.早

の動作特徴も明らかでないこと等が起因している―

ストローク動作における上肢の運動解析では.ラケソト*

シヤ7トのひずみ変化から上肢の運動を推軒㌻る方法が利

用されている.この方法は▲比較的短時間で実際の指導磁

面にフJ(-ドバッタ出来る利点を有するが,その場合,ラ

ケットシャフトの洩みの変化を実際の上肢運動にォび付

けて解釈する必要がある.そこで本研究ではラケッ†-シャ

フトの填みの変化と上肢の連動を把握し"ハイパックハン

ド―ストローク動作における上肢の過勤を明らかにした―

蓋草　案故遊び骨折芳法

ラケット･シヤ7トにひずみゲージを貼付け,洩みを測

定した―

上肢の運動解析では. 2台のCCDカメラを用い.被験者

の試技を娘労した.被騒音としてハイパッタハンド･スト

ロ-クで相手エンドのバックパワンダリ-*ラインまでシャ

トルを飛ばすことが出来る著を選んだ.

得られた画像からDLT (Direct Linear Transformat主onj法

により3次元空間座標を求め.それをもとに手首･肘*前

の角度変化　および上腕･前腕長軸周りの軸回転連動の角

度変化を算出した―

手首,札屑の角度は以下のようにそれぞれ定義した.

手首-ラケットと前腕のなす角

肘…前腕と上腕のなす角

屑…上腕と体側のなす角

上肢長軸周りの軸回転運動の角度は,肘から手-向かう

ベクトルと右肩から左肩-向かうベクトルを上腕軸に対し

てそれぞれ直交化しIそれらのなす角と｣て算出した―　ま

た,前腕長軸周i)の軸回転連取の角度も辛からテナソトの

先端へ向かうベタいレと肘から右胃へ向かうベクトルより

同様に寒ffiした―　なお.主として上腕長軸周りの軸El転過
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Fig.1 The Direc臼on of Sag

恥は内旋*外敵　前腕盛軸梱りの弓削Fj―j虹漣軌は川uJ[XjI ･ E―w

としてそれぞれ解釈した一

3.結果忍び寄察

Fig.2には,代表例として―一人の性腺省のラケソトシャ

フトの損み, ―上肢の軸m転運動の角軌　および上肢の角肢

の変化とともに眉目した時辞(A--D)でのステイノ'} -ど

クチャ-を示した*　ただしD時&lま,ラナノト･シヤ7トの

損みの変化をもとにし･ているが"スティック―ピクチャーー

ほ酎象おいて時間的に最も近いものを抽出した.なお,回

申のÅ-Dは以下の通りとした*

Aテイクバソクが終丁Ifcと思われる時Jさ.[-

BブスTr]-―ド―スウィングがm姑されたと憩われる時舟

c*インパクト時点

DインバJ}ト操ラケットシャフトが｣右-)f如こ食も損

んだ時点
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